
 
 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：特筆すべき進捗状況にある 

全体を通した所見 

○ 目的に掲げる４つの柱全てに URA が明確な役割を持ち、28 名の URA (自主財源 3 名を含む)を配

置し、海外も含め広く活用するなど、実績も上がっており、特筆すべき進捗状況にある。 

「大学研究力強化ネットワーク」を組織し、その目的のために、テーマ別タスクフォースを立ち

上げ、具体的な取組を行うなど、ネットワーク強化のための今後の更なる展開を期待したい。 

 

特に優れた点 

○ URA の位置づけが４つの柱に沿って、名実ともに明確となっている。CRA と DRA の連携が円滑に

図られ､海外駐在型 URA を含め、他のモデルケースとなることが期待される。 

 

○ URA による国際的な情報発信に積極的に取り組んでおり、米国科学振興協会の提供するプレスリ

リース配信サービス「EurekAlert！」の日本ポータルを立ち上げ、国際情報発信に貢献している。 

 

期待する点 

○ 国際的な情報発信については、更なる量的拡大を図り、新分野開拓や異分野連携に活かされるこ

とを期待する。 

 

30


